
十
住
心
・
十
牛
図
の
境
涯
に
関
す
る
比
較
検
討

三
七

十
住
心
・
十
牛
図
の
境
涯
に
関
す
る
比
較
検
討 

─
道
歌
を
媒
介
と
し
て
─

岩
　
瀬
　
真
寿
美

は
じ
め
に

　

時
代
も
作
者
も
宗
派
も
異
な
る
十
住
心
、
十
牛
図
お
よ
び
道
歌
の
三
つ
を
比
較
す

る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
三
つ
の
共
通
点
は
、
い
ず
れ

も
人
生
の
境
涯
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
大
き
な
相
違
点

は
こ
れ
ら
三
つ
の
由
来
、
依
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
十
住
心
は

真
言
宗
に
由
来
し
、
十
住
心
を
綱
格
と
し
て
説
か
れ
た
『
秘
蔵
宝
鑰
』
は
空
海
（
七

七
四
─
八
三
五
）
の
五
十
七
歳
の
と
き
の
主
著
で
あ
る
。
十
牛
図
は
、禅
宗
四
部
録
、

す
な
わ
ち
信
心
銘
・
証
道
歌
・
十
牛
図
・
坐
禅
儀
の
一
つ
で
あ
り
、
禅
宗
の
中
で
も

臨
済
宗
に
由
来
す
る
。
道
歌
は
仏
教
と
心
学
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
の

宗
教
・
宗
派
に
も
捉
わ
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
に
由
来
の
異
な
る
特
徴
的

な
三
つ
の
表
現
を
比
較
検
討
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
描
か
れ
る
人
生
の
境
涯
の
内

容
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
異
な
る
宗
派
の
表
現
を
比
較
す
る
こ
と
は
、

道
歌
と
い
う
仏
教
に
さ
え
限
定
さ
れ
な
い
表
現
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能

と
な
る
と
仮
定
す
る
。

　

境
涯
と
い
う
言
葉
は
、
人
生
や
歴
史
的
社
会
的
生
と
区
別
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
宗
教
哲
学
者
の
上
田
閑
照
（
一
九
二
六
─
二
〇
一
九
）
は
生
涯
と
い
う
言
葉

を
三
つ
の
様
態
が
統
合
さ
れ
た
語
と
説
明
す
る（

（
（

。
そ
の
三
つ
と
は
、
人
生
、
歴
史
的

社
会
的
生
、
境
涯
で
あ
る
。
人
生
と
は
「
個
々
人
の
間
、「
我
と
汝
」
と
い
う
人
間

と
人
間
と
の
直
接
の
向
か
い
合
っ
た
交
わ
り
が
、
そ
の
生
き
る
現
場
」
で
あ
り
、
歴

史
的
社
会
的
生
と
は
、「
特
定
の
社
会
の
特
定
の
時
代
に
お
け
る
」
生
を
意
味
す
る
。

三
つ
目
が
「
生
涯
の
質
」
す
な
わ
ち
境
涯
と
い
う
言
葉
が
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
四
十
号

三
八

三
つ
の
様
態
を
、
上
田
は
、
我
と
汝
、
社
会
、
唯
一
の
個
と
い
う
人
間
存
在
と
も
説

明
す
る
。
ま
た
上
田
は
、
場
を
社
会
的
で
あ
り
外
的
世
界
と
言
う
の
に
対
し
て
境
涯

は
心
の
あ
り
方
で
あ
り
内
的
世
界
と
述
べ（

（
（

、
深
い
境
涯
に
あ
る
自
己
は
、
そ
こ
に
い

る
だ
け
で
、
そ
の
場
の
人
々
の
あ
り
方
に
自
然
と
変
化
を
生
じ
さ
せ
る
と
良
寛
和
尚

の
例
を
挙
げ
る（

（
（

。
以
上
、
境
涯
と
い
う
言
葉
が
示
す
も
の
に
つ
い
て
上
田
の
説
に
基

づ
き
説
明
し
て
き
た
が
、
本
稿
は
、
こ
の
意
味
に
お
け
る
境
涯
す
な
わ
ち
唯
一
の
個

の
在
る
様
態
で
あ
り
内
的
世
界
を
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
そ
の
境
涯
の
内
容
を
十
住

心
、
十
牛
図
お
よ
び
道
歌
の
三
者
か
ら
読
み
取
る
作
業
を
通
じ
て
、
十
住
心
と
十
牛

図
を
比
較
考
察
す
る
。

一
．
十
住
心
と
十
牛
図
を
比
較
す
る
先
行
研
究

　

ま
ず
、
十
住
心
と
十
牛
図
を
比
較
考
察
す
る
数
少
な
い
先
行
研
究
と
し
て
、
森
口

光
俊
に
よ
る
検
討
が
あ
る（

（
（

。
そ
こ
で
は
、
十
住
心
を
宮
坂
宥
勝
の
『
密
教
世
界
の
構

造
』
に
、
十
牛
図
を
上
田
閑
照
・
柳
田
聖
山
『
十
牛
図
』
に
依
っ
て
両
者
を
比
較
考

察
し
て
い
る
。
宮
坂
の
十
住
心
の
捉
え
方
で
あ
る
一
「
倫
理
以
前
の
世
界
」、二
「
倫

理
的
世
界
」、
三
「
宗
教
心
の
目
ざ
め
」、
四
「
無
我
を
知
る
」、
五
「
お
の
れ
の
無

知
を
除
く
」、
六
「
人
び
と
の
苦
悩
を
救
う
」、
七
「
一
切
は
空
で
あ
る
」、
八
「
全

て
が
真
実
で
あ
る
」（
現
象
と
実
在
、
自
他
の
一
元
的
な
生
命
の
世
界
）、
九
「
対
立

を
超
え
る
」（
絶
対
の
宇
宙
法
界
が
個
別
的
に
現
象
を
展
開
し
て
い
る
境
位
）、十
「
無

限
の
展
開
」
を
、
各
々
十
牛
図
の
題
に
対
応
さ
せ
る
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る（

（
（

。
具
体

的
に
は
、
十
住
心
の
第
一
か
ら
第
三
の
う
ち
、
特
に
第
三
が
十
牛
図
の
第
一
か
ら
第

三
に
対
応
し
、
十
住
心
の
第
四
は
十
牛
図
の
第
四
に
、
十
住
心
の
第
五
は
十
牛
図
の

第
五
に
そ
の
ま
ま
対
応
す
る
。
十
住
心
の
第
六
は
十
牛
図
の
第
六
お
よ
び
第
七
に
対

応
し
、
十
住
心
の
第
七
は
十
牛
図
の
第
八
に
対
応
す
る
。
十
住
心
の
第
八
お
よ
び
第

九
は
十
牛
図
の
第
九
に
対
応
し
、
十
住
心
の
第
十
は
十
牛
図
の
第
十
に
そ
の
ま
ま
対

応
す
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
こ
で
、
以
下
に
廓
庵
十
牛
図
を
示
す
。
こ
の
廓
庵
十
牛
図
は
京
都
相
国

寺
蔵
の
伝
周
文
筆
十
牛
図
で
あ
る（

（
（

。

第
一
「
尋
牛
」

第
四
「
得
牛
」

第
二
「
見
跡
」

第
五
「
牧
牛
」

第
三
「
見
牛
」

第
六
「
騎
牛
帰
家
」



十
住
心
・
十
牛
図
の
境
涯
に
関
す
る
比
較
検
討

三
九

　

上
田
閑
照
の
説
明
に
基
づ
き
、
ま
ず
は
十
牛
図
の
う
ち
第
一
図
か
ら
第
七
図
ま
で

を
順
に
簡
略
に
整
理
す
る
と（

（
（

、
第
一
「
尋
牛
」
は
見
失
わ
れ
た
牛
を
尋
ね
求
め
る
初

発
の
境
位
で
あ
り
、
第
二
「
見
跡
」
は
法
理
上
、
自
己
の
あ
り
方
の
見
当
が
つ
い
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
三
「
見
牛
」
は
行
の
中
で
そ
の
牛
を
見
た
境
位
で
あ
り
、
第
四

「
得
牛
」
は
見
た
牛
を
つ
か
ま
え
て
離
さ
ず
、
第
五
「
牧
牛
」
で
は
そ
の
牛
を
牧
い

な
ら
し
て
い
る
。
第
三
、
第
四
、
第
五
に
お
い
て
は
、
純
粋
な
行
の
持
続
に
よ
っ
て

自
己
が
創
造
さ
れ
て
い
き
、
弛
ま
ぬ
精
進
が
必
要
と
な
る
。
第
六
「
騎
牛
帰
家
」
で

は
、
牧
人
と
牛
と
い
う
二
が
一
に
統
一
さ
れ
自
然
と
な
り
、
そ
の
自
然
さ
が
笛
の
音

と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
第
七
「
忘
牛
存
人
」
で
は
、
牛
が
完
全
に
自
己
化
さ
れ
て
、

も
は
や
牛
と
い
う
別
物
が
な
い
境
涯
で
あ
る
。
牧
人
と
牛
と
い
う
自
己
分
裂
の
止
揚

に
よ
り
人
が
現
成
し
た
と
説
明
さ
れ
る
。
十
牛
図
の
立
場
は
、
第
一
図
に
お
い
て
、

自
分
自
身
が
徹
底
的
に
問
題
化
し
て
い
る
点
で
、
倫
理
道
徳
の
立
場
と
は
異
な
り
、

第
四
図
以
降
に
お
い
て
、
理
解
し
た
こ
と
を
身
上
に
自
己
化
し
て
い
く
点
で
、
哲
学

の
立
場
と
は
異
な
る
と
い
う
。
続
い
て
以
下
、上
田
に
従
っ
て
、第
八
「
人
牛
倶
忘
」、

第
九
「
返
本
還
源
」、
第
十
「
入
鄽
垂
手
」
の
三
図
の
特
徴
を
整
理
す
る（

（
（

。
こ
の
三

図
は
連
関
し
て
お
り
、第
八
図
か
ら
第
九
図
に
は
否
定
か
ら
肯
定
へ
の
転
換
が
あ
る
。

第
九
図
は
、「
自
己
な
ら
ざ
る
自
己

0

0

」
が
「
自
己
な
ら
ざ
る

0

0

0

0

0

0

自
己
」
を
透
明
に
語
る

と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
第
八
と
第
九
が
絶
対
否
定
即
絶
対
肯
定
＝
絶
対
肯
定
即
絶

対
否
定
の
連
関
を
な
す
と
い
う
表
現
と
、
同
義
で
あ
ろ
う
。
第
十
「
入
鄽
垂
手
」
の

「
鄽
」
す
な
わ
ち
街
に
お
い
て
手
を
さ
し
の
べ
て
衆
生
の
た
め
に
尽
す
こ
と
、
意
図

的
な
利
他
意
識
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
意
識
を
も
包
ん
で
、
自
ら
の
生
き
方

が
自
然
に
他
の
た
め
に
な
る
と
説
明
さ
れ
る
。
以
上
が
自
己
の
現
象
学
と
し
て
見
た

上
田
に
よ
る
十
牛
図
理
解
の
一
端
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
森
口
の
考
察
に
お
け
る
十
住
心
の
第
七
か
ら
第
十
と
十
牛
図
の
第
七
か
ら

第
十
の
関
係
性
は（

（
（

、
両
者
を
比
較
す
る
上
で
特
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
以
下

に
整
理
す
る
。
十
住
は
第
七
住
心
の
一
切
空
で
あ
る
境
位
す
な
わ
ち
無
我
の
主
体
に

開
か
れ
る
世
界
を
、
第
八
の
一
元
的
な
生
命
の
世
界
と
、
第
九
の
絶
対
の
宇
宙
法
界

が
個
別
的
に
現
象
を
展
開
し
て
い
る
境
位
と
に
二
分
す
る
。
十
牛
図
の
第
九
「
返
本

還
源
」
は
十
住
心
論
に
お
け
る
第
八
と
第
九
を
摂
在
す
る
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
森

第
七
「
忘
牛
存
人
」

第
九
「
返
本
還
源
」

第
八
「
人
牛
倶
忘
」

第
十
「
入
鄽
垂
手
」
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四
〇

口
に
よ
る
十
牛
図
の
第
八
、
九
、
十
図
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
、
三
図
で

一
体
の
も
の
で
あ
る
と
他
の
論
考
で
も
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
前
掲
の
上
田

も
、「
絶
対
無
─
自
然
─
人
「
間
」」
の
連
関
性
と
そ
の
連
関
性
の
根
源
が
絶
対
無
に

あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る（
（1
（

。
森
口
に
よ
れ
ば
、
十
住
心
と
十
牛
図
の
共
通
点
は
、
覚
か

ら
見
た
覚
へ
の
階
梯
で
あ
る
こ
と
、
無
我
の
主
体
を
獲
得
し
て
い
か
に
現
実
を
生
き

る
か
を
修
行
の
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
無
我
、
空
、

虚
空
法
界
で
あ
る
一
方
、
両
者
の
相
違
点
と
し
て
、
第
十
住
心
に
お
い
て
虚
空
法
界
、

大
日
如
来
で
あ
る
仏
格
が
想
定
さ
れ
る
が
、
十
牛
図
は
そ
う
で
は
な
い
点
に
あ
る（
（1
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
森
口
に
よ
る
十
住
心
と
十
牛
図
と
の
比
較
に
お
い
て
は
、
十
住
心

の
各
境
涯
は
す
べ
て
十
牛
図
に
お
け
る
い
ず
れ
か
の
境
涯
に
相
当
す
る
と
捉
え
ら
れ

て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
森
口
に
よ
る
先
行
研
究
に
基
本
的
に
則
り
な
が
ら
も
、

十
牛
図
に
お
け
る
円
相
や
十
牛
図
全
体
と
い
っ
た
も
の
が
十
住
心
の
い
ず
れ
か
の
段

階
に
相
当
す
る
と
い
う
視
点
を
持
ち
、
森
口
の
見
解
と
は
少
し
異
な
る
観
点
も
含
め

て
十
住
心
と
十
牛
図
を
比
較
検
討
す
る
。

二
．
十
牛
図
の
各
境
涯
に
対
応
す
る
道
歌
の
検
討

　

十
住
心
と
十
牛
図
を
比
較
検
討
す
る
前
に
、
十
牛
図
の
各
境
涯
を
哲
学
的
の
み
な

ら
ず
道
歌
と
の
対
応
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
歌
を
媒
介
と
し
な
が
ら
、

十
牛
図
を
抽
象
的
観
点
で
は
な
く
よ
り
具
象
的
観
点
か
ら
整
理
し
た
い
。
道
歌
は
別

称
、
教
訓
歌
と
も
呼
ば
れ
る
。
た
と
え
ば
、
教
訓
歌
を
タ
イ
ト
ル
に
付
す
書
籍
の
中

で
は
、
江
戸
時
代
に
は
石
門
心
学
が
盛
ん
に
な
り
、
心
学
者
が
盛
ん
に
教
訓
歌
を
用

い
て
人
の
道
を
説
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
ま
た
、
道
歌
を
タ
イ
ト
ル
に
付

す
書
籍
の
中
で
は
、
和
歌
や
短
歌
と
の
比
較
の
観
点
か
ら
、
道
歌
の
特
徴
、
す
な
わ

ち
道
徳
や
教
訓
と
い
っ
た
人
の
道
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
と
と

も
に
、
和
歌
・
短
歌
は
国
語
に
、
道
歌
は
社
会
科
や
道
徳
に
分
類
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
道
歌
は
心
や
生
き
方
を
詠
ん
だ
歌
を
総

称
す
る
も
の
と
一
般
的
に
捉
え
ら
れ
る
。

　

ほ
か
に
、
道
歌
を
タ
イ
ト
ル
に
付
す
書
籍
の
中
で
、
た
と
え
ば
『
道
歌　

心
の
姿

見
』
は
そ
の
研
究
成
果
が
一
九
九
八
年
に
刊
行
さ
れ
、『
道
歌　

心
の
う
つ
し
画
』

は
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
二
〇
〇
〇
年
に
そ
の
研
究
成
果
が
刊
行
さ
れ
た（
（1
（

。
い
ず
れ
も

編
者
は
三
五
園
月
麿
で
あ
り
、
月
麿
は
道
歌
集
の
内
容
か
ら
、
臨
済
宗
に
参
禅
し
た

経
験
を
も
つ
在
俗
居
士
で
あ
り
神
道
・
仏
教
・
儒
教
の
三
教
を
学
ん
だ
人
物
で
あ
る

こ
と
や（
（1
（

、
禅
宗
に
お
け
る
見
性
を
体
験
し
て
お
り
、
そ
の
体
験
か
ら
、
現
象
世
界
が

自
己
の
心
の
変
現
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
彼
の
絵
の
大

半
に
は
「
心
」
の
字
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
両
書
は
と
も
に

江
戸
時
代
の
庶
民
を
対
象
と
す
る
書
物
で
あ
る（
（1
（

。
道
歌
研
究
会
の
世
話
役
で
あ
る
淺

田
正
博
が
述
べ
る
「
道
歌
に
は
、
特
定
の
読
み
方
や
限
定
さ
れ
た
解
釈
が
あ
る
訳
で

は
な
い
」
と
い
う
観
点
を
本
稿
で
も
採
用
し（
（1
（

、
自
由
な
読
み
方
で
十
牛
図
と
の
比
較

考
察
を
試
み
た
い
。
十
牛
図
の
第
一
図
に
至
っ
て
い
な
い
境
涯
、
す
な
わ
ち
、
ま
だ

道
を
求
め
る
心
が
な
い
段
階
を
詠
ん
だ
道
歌
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
歌

が
あ
る
。「
欲
ふ
か
き　

人
の
心
と　

降
る
雪
は　

つ
も
る
に
つ
れ
て　

道
を
忘
れ



十
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四
一

る
」
こ
の
歌
は
、
髙
橋
泥
舟
に
よ
る
歌
で
あ
る（
（1
（

。
ま
さ
に
煩
悩
を
歌
っ
た
も
の
と
い

え
る
。
次
に
引
用
す
る
二
歌
も（
（2
（

、
同
じ
く
煩
悩
を
歌
う
も
の
で
あ
る
。「
掃
け
ば
散

り　

払
え
ば
ま
た
も　

塵
つ
も
る　

人
の
心
も　

庭
の
落
ち
葉
も
」
こ
の
歌
は
、
作

者
・
出
典
不
詳
の
歌
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
も
ま
た
、
煩
悩
を
掃
い
て
も
掃
い
て
も
積

も
る
塵
に
た
と
え
た
歌
で
あ
る
。「
気
も
つ
か
ず　

目
に
も
見
え
ね
ど　

い
つ
と
な

く　

埃
の
た
ま
る　

袂
な
り
け
り
」
こ
の
歌
も
作
者
・
出
典
不
詳
の
歌
で
あ
り
、
以

上
の
三
つ
の
歌
は
い
ず
れ
も
煩
悩
を
も
つ
生
き
方
を
戒
め
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

十
牛
図
の
第
四
図
は
、
牧
人
が
牛
を
手
綱
で
逃
が
す
ま
い
と
力
強
く
引
っ
張
る
図

で
あ
り
、「
な
せ
ば
成
る　

な
さ
ね
ば
成
ら
ぬ　

何
ご
と
も　

成
ら
ぬ
は
人
の　

な

さ
ぬ
な
り
け
り
」
と
い
う
江
戸
中
期
の
大
名
で
あ
る
上
杉
鷹
山
の
歌
が
こ
の
牧
人
の

境
涯
を
表
し
て
い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う（
（2
（

。「
心
こ
そ　

心
迷
わ
す　

心
な
れ　

心

に
こ
こ
ろ　

心
ゆ
る
す
な
」と
い
う
江
戸
時
代
後
期
の
心
学
者
の
鳩
翁
爺
に
よ
る『
鳩

翁
道
話
』
の
中
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
歌
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る（
（2
（

。「
堪
忍
の　

な

る
堪
忍
は　

誰
も
す
る　

な
ら
ぬ
堪
忍　

す
る
が
堪
忍
」
と
い
う
作
者
・
出
典
不
詳

の
道
歌
や（
（2
（

、「
堪
忍
の　

な
る
堪
忍
が　

堪
忍
か　

な
ら
ぬ
堪
忍　

す
る
が
堪
忍
」

と
い
う
脇
坂
義
堂
『
五
用
心
慎
章
』
お
よ
び
中
澤
道
二
『
道
二
翁
道
話
』
に
紹
介
さ

れ
る
作
者
不
詳
の
道
歌（
（2
（

に
も
通
ず
る
境
涯
と
い
え
る
。
十
牛
図
の
第
四
図
か
ら
第
六

図
に
か
け
て
は
、
努
力
し
て
牧
人
が
牛
を
引
っ
張
る
姿
か
ら
横
笛
を
吹
き
な
が
ら
牛

の
背
中
に
乗
っ
て
庵
に
帰
っ
て
い
く
牧
人
の
姿
ま
で
が
描
か
れ
る
が
、「
世
の
な
か

の　

人
は
知
ら
ね
ど　

科
あ
ら
ば　

わ
が
身
を
責
む
る　

わ
が
心
か
な
」と
い
う『
心

学
道
之
話
』
出
典
の
作
者
不
詳
の
歌
は（
（2
（

、
自
己
を
内
省
し
な
が
ら
自
己
を
戒
め
つ
つ

生
き
て
い
く
こ
れ
ら
の
境
涯
を
表
し
て
い
る
。

　

十
牛
図
の
第
七
図
に
お
い
て
は
、牧
人
が
庵
に
帰
り
月
を
観
る
図
が
描
か
れ
る
が
、

「
足
る
こ
と
を　

知
る
心
こ
そ　

宝
船　

世
を
や
す
や
す
と　

渡
る
な
り
け
り
」
と

い
う
脇
坂
義
堂
の
『
五
用
心
慎
草
』
に
紹
介
さ
れ
る
道
歌（
（2
（

に
通
じ
る
安
心
の
境
涯
で

あ
る
。「
心
だ
に　

誠
の
道
に　

か
な
い
な
ば　

祈
ら
ず
と
て
も　

神
や
守
ら
む
」

と
い
う
菅
原
道
真
の
歌
や（
（2
（

、「
心
だ
に　

ま
こ
と
の
道
を　

う
る
な
ら
ば　

ま
も
ら

ず
と
て
も　

神
は
身
に
あ
り
」と
い
っ
た
道
歌（
（2
（

に
も
安
心
の
境
涯
が
示
さ
れ
て
い
る
。

十
牛
図
の
第
八
図
に
は
円
相
が
描
か
れ
る
が
、「
雲
晴
れ
て　

の
ち
の
光
と　

思
う

な
よ　

も
と
よ
り
空
に　

有
明
の
月
」
と
い
う
仏
国
広
済
国
師
の
歌（
（2
（

に
お
け
る
も
と

も
と
あ
る
月
は
、十
牛
図
に
お
い
て
第
一
図
よ
り
在
る
円
相
に
対
応
す
る
と
い
え
る
。

十
牛
図
の
第
十
図
に
は
布
袋
が
描
か
れ
る
が
、「
曇
り
な
き　

心
の
月
を　

先
立
て

て　

浮
き
世
の
闇
を　

照
ら
し
て
ぞ
行
く
」
と
い
う
伊
達
政
宗
の
歌
は（
（3
（

、
出
世
間
か

ら
世
間
に
戻
っ
て
き
た
布
袋
の
生
き
様
に
よ
く
対
応
し
て
い
る
。「
こ
の
秋
は　

雨

か
嵐
か　

知
ら
ね
ど
も　

け
ふ
の
つ
と
め
に　

田
草
と
る
な
り
」
と
い
う
二
宮
尊
徳

の
歌
（
出
典
不
詳
）
も
無
を
と
お
っ
て
甦
っ
て
き
た
こ
の
境
涯
を
表
し
て
い
る
。

　

以
上
、
十
牛
図
の
第
一
図
、
第
四
か
ら
六
図
、
第
七
図
、
八
図
、
十
図
に
と
り
わ

け
着
目
し
、
い
く
つ
か
の
道
歌
を
対
応
さ
せ
な
が
ら
検
討
し
た
。
な
お
、
道
歌
の
中

で
も
と
り
わ
け
仏
教
和
歌
を
集
め
た
も
の
と
し
て
、
明
治
四
十
五
年
に
『
道
歌
大
観

─
仏
教
和
歌
の
集
大
成
』（
芳
賀
矢
一
と
前
田
慧
雲
閲
、
松
尾
茂
編
の
原
本
）
が
刊

行
さ
れ
て
い
る（
（3
（

。
そ
の
序
に
は
、
文
学
博
士
の
芳
賀
矢
一
と
前
田
慧
雲
に
よ
る
序
が



同
朋
大
学
佛
教
文
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所
紀
要
　
第
四
十
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四
二

記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
に
お
い
て
も
道
歌
を
集
め
た
書
籍
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
本
書
籍
は
、
二
百
十
三
の
歌
集
か
ら
仏
教
道
歌
が
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
十
住
心
を
テ
ー
マ
と
す
る
道
歌
と
し
て
九
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る（
（3
（

。
そ
の
う
ち

い
く
つ
か
を
以
下
に
引
用
す
る
。
第
二
「
愚
童
持
斎
心
」
の
歌
と
し
て
収
め
ら
れ
る

「
ひ
か
げ
さ
す　

そ
こ
の
こ
こ
ろ
は
春
に
な
り
て　

こ
ほ
り
し
水
は　

と
け
そ
め
に

け
り
」（
読
人
知
ら
ず
）
は
、
ま
さ
に
道
徳
の
目
覚
め
を
詠
む
歌
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
第
四
「
唯
蘊
無
我
心
」
の
歌
と
し
て
収
め
ら
れ
る
「
い
か
に
し
て　

常
な
ら
ぬ
世
の
こ
と
は
り
を　

ひ
と
に
も
知
ら
せ　

わ
れ
も
悟
ら
む
」（
道
性
）
は
、

声
聞
の
境
涯
を
表
す
歌
と
い
え
る
。
第
五
「
抜
業
因
種
心
」
の
歌
と
し
て
収
め
ら
れ

る
「
ふ
く
か
ぜ
の　

な
ら
ひ
な
ら
ね
ど
散
る
花
の　

む
な
し
き
色
は　

お
の
れ
と
ぞ

知
る
」（
道
順
）
は
、
自
然
の
摂
理
か
ら
十
二
因
縁
を
観
ず
る
境
涯
が
描
か
れ
る
。

第
六
「
他
縁
大
乗
心
」
の
歌
と
し
て
収
め
ら
れ
る
「
ゆ
め
の
世
に　

見
る
こ
と
は
皆

空
し
く
て　

こ
こ
ろ
ひ
と
つ
ぞ　

ま
こ
と
な
り
け
る
」（
続
門
葉
集
、
道
順
）
は
、

唯
識
の
境
涯
で
あ
り
、
利
他
へ
の
移
行
期
に
あ
る
と
い
え
る
。
以
上
の
よ
う
な
『
道

歌
大
観
』
に
お
い
て
直
接
的
に
十
住
心
に
分
類
さ
れ
る
道
歌
以
外
に
も
、
十
住
心
や

十
牛
図
の
各
境
涯
に
様
々
な
道
歌
に
対
応
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
『
道
歌
大
観
』
に
は
、
十
界
の
歌
と
し
て
種
々
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
以
下
に
そ
の
中
よ
り
い
く
つ
か
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
と（
（3
（

、
地
獄
に
分
類
さ

れ
る
歌
と
し
て
、「
つ
み
と
が
の　

重
き
岩
ほ
を　

追
ひ
撃
た
れ　

は
て
は
ほ
の
お

の　

身
を
や
焼
か
な
む
」（
澄
月
法
師
千
首
）、「
い
か
に
せ
む　

剣
の
枝
の
た
わ
む

ま
で　

お
も
き
は
罪
の　

成
れ
る
な
り
け
り
」（
辨
乳
母
集
）
と
い
っ
た
、
罪
の
重

さ
を
詠
む
歌
が
多
く
分
類
さ
れ
て
い
る
。
餓
鬼
界
を
詠
む
歌
と
し
て
、「
み
を
せ
む

る　

餓
の
心
に
耐
へ
か
ね
て　

こ
を
お
も
ふ
道
ぞ　

忘
れ
果
て
ぬ
る
」（
秋
篠
月
清

集
）、「
の
ま
ば
や
と　

手
に
取
る
水
の　

其
ま
ま
に　

も
ゆ
る
は
己
が　

思
ひ
な
る

ら
む
」（
源
政
徳
）
と
い
っ
た
、
捨
身
飼
虎
図
を
思
わ
せ
る
歌
や
、
得
よ
う
と
す
る

水
が
自
分
を
焼
く
炎
と
な
る
よ
う
な
自
己
の
在
り
方
が
詠
ま
れ
る
歌
が
含
ま
れ
る
。

続
い
て
、
畜
生
界
を
詠
む
歌
と
し
て
、「
と
も
し
び
の　

光
に
ふ
け
る
夏
虫
は　

み

を
や
く
事
を　

知
ら
ぬ
な
り
け
り
」（
宗
良
親
王
千
首
）、「
わ
だ
の
は
ら　

千
尋
の

底
に
住
む
亀
も　

う
き
ぎ
に
あ
へ
る　

頼
み
や
は
な
き
」（
宋
雅
）
と
い
っ
た
、
救

い
か
ら
は
遠
い
姿
を
描
く
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
。
修
羅
界
を
詠
む
歌
と
し
て
、「
な

み
た
ち
し　

心
の
道
の
末
は
ま
た　

く
る
し
き
海
の　

底
に
住
む
哉
」（
秋
篠
月
清

集
）、「
い
つ
ま
で
か　

荒
き
浪
た
ち　

迷
ふ
べ
き　

は
て
な
き
海
の　

そ
こ
の
住
家

は
」（
桂
林
和
歌
集
）
と
い
っ
た
、
波
立
つ
心
を
描
く
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
。
次
に
、

人
界
を
詠
む
歌
と
し
て
、「
う
け
が
た
き　

人
の
数
に
は
生
れ
き
て　

さ
と
る
こ
こ

ろ
の　

な
ど
な
か
る
ら
ん
」（
宗
良
親
王
千
首
）、「
ゆ
め
の
よ
に　

月
日
儚
く　

明

け
暮
れ
て　

ま
た
は
え
難
き　

身
を
い
か
に
せ
む
」（
新
勅
撰
和
歌
集
、
後
京
極
摂

政
太
政
大
臣
）
と
い
っ
た
、
人
身
は
受
け
難
い
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
す
る
歌
が
多

く
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
、
天
界
を
詠
む
歌
と
し
て
、「
ひ
さ
か
た
の　

天
の
上
な
る
楽
み
も　

か

ぎ
り
あ
り
き
と　

知
る
人
や
知
る
」（
牡
丹
花
）、「
い
ま
だ
に
も　

心
を
の
り
に　

そ
め
か
え
よ　

あ
ま
の
は
ご
ろ
も　

い
ろ
あ
せ
ぬ
な
り
」（
六
帖
詠
草
）
と
い
っ
た
、

楽
に
お
ぼ
れ
て
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う
戒
め
の
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
。
声
聞
界
を



十
住
心
・
十
牛
図
の
境
涯
に
関
す
る
比
較
検
討

四
三

詠
む
歌
と
し
て
、「
お
ど
ろ
か
す　

鷲
の
御
山
の
松
風
に　

な
が
き
ね
ぶ
り
の　

夢

ぞ
さ
め
ゆ
く
」（
類
題
三
河
歌
集
、
守
景
（
上
田
彦
市
））、「
は
て
も
な
く　

空
し
き

道
に　

消
え
な
ま
し　

わ
し
の
み
山
の　

法
に
遭
は
ず
ば
」（
秋
篠
）
と
い
っ
た
仏

法
と
の
出
会
い
を
テ
ー
マ
と
す
る
歌
が
多
く
分
類
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
縁
覚
界

を
詠
む
歌
と
し
て
、「
よ
の
な
か
は　

心
に
残
る
色
も
な
し　

む
な
し
と
物
を　

思

ひ
す
つ
れ
ば
」（
親
長
）、「
な
が
め
わ
び
ぬ　

も
ろ
き
木
の
葉
の
夕
風
に　

つ
ね
な

き
世
と
は　

独
知
り
て
も
」（
桂
林
和
歌
集
）
と
い
っ
た
、
色
即
是
空
を
詠
む
歌
が

多
く
分
類
さ
れ
て
い
る
。
菩
薩
界
を
詠
む
歌
と
し
て
、「
み
に
か
へ
て　

人
を
導
く

つ
な
で
舟　

た
の
む
し
ほ
ぢ
は　

末
も
迷
は
じ
」（
宋
雅
）、「
か
ぎ
り
な
く　

救
ふ

心
に
引
れ
な
ば　

ち
か
ひ
の
あ
み
に　

誰
も
洩
れ
め
や
」（
公
躬
）な
ど
、利
他
を
テ
ー

マ
と
す
る
も
の
が
多
く
分
類
さ
れ
て
い
る
。
仏
界
を
詠
む
歌
と
し
て
、「
さ
は
り
に

し　

雲
も
霞
も
消
え
は
て
て　

な
か
ぞ
ら
高
く　

澄
め
る
月
か
な
」（
為
廣
）、「
わ

し
の
や
ま　

其
の
世
に
出
し
秋
の
月　

か
け
た
る
方
も　

な
き
光
か
な
」（
義
道
）

な
ど
、
悟
り
を
比
喩
と
し
て
表
し
た
月
を
詠
む
歌
が
多
く
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、『
道
歌
大
観
』
に
収
め
ら
れ
る
十
界
に
分
類
さ
れ
る
歌
を
い
く
つ
か
紹
介

し
た
が
、
十
牛
図
と
の
対
応
の
観
点
か
ら
整
理
す
れ
ば
、
声
聞
界
の
歌
と
し
て
詠
ま

れ
る
仏
法
と
の
出
会
い
は
、
そ
こ
に
至
っ
て
牛
の
足
跡
が
見
つ
か
る
と
い
う
十
牛
図

第
三
図
に
対
応
し
、
縁
覚
の
歌
と
し
て
色
即
是
空
を
悟
る
歌
が
多
く
詠
ま
れ
、
そ
れ

は
第
七
図
の
庵
で
安
心
す
る
牧
人
の
境
涯
に
対
応
す
る
。
菩
薩
界
の
歌
と
し
て
利
他

を
テ
ー
マ
と
す
る
歌
が
多
く
分
類
さ
れ
る
が
、
こ
の
境
涯
に
至
っ
て
十
図
に
お
け
る

布
袋
の
働
き
が
生
ず
る
と
い
え
る
。
な
お
、
こ
の
道
歌
大
観
に
お
い
て
は
、
他
に
も
、

十
地
、
十
如
是
、
四
十
八
願
な
ど
の
諸
テ
ー
マ
に
道
歌
が
分
類
さ
れ
て
お
り
、
本
稿

で
は
論
じ
き
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
諸
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
今
後
十
牛
図
の
各

境
涯
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
十
牛
図
の
各
境
涯
の
質
を
よ
り
詳
細
に
描
き
出
す

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

三
．
十
住
心
の
各
境
涯
と
十
牛
図

　
『
道
歌　

心
の
う
つ
し
画
』と『
道
歌　

心
の
姿
見
』を
著
し
た
三
五
園
月
麿
が「
人

間
の
五
尺
の
姿
に
は
、
天
道
・
人
道
・
修
羅
道
・
畜
生
道
・
餓
鬼
道
・
地
獄
道
な
ど

の
三
つ
の
境
界
（
六
道
）、
あ
る
い
は
善
悪
・
邪
正
な
ど
全
て
が
具
わ
っ
て
い
る
」

と
指
摘
す
る
の
と
同
様（
（3
（

、
十
住
心
で
は
様
々
な
人
間
の
心
を
十
種
に
分
け
て
説
く
。

「
当
時
の
日
本
で
信
じ
ら
れ
て
い
た
、
学
ば
れ
て
い
た
諸
宗
を
、
す
べ
て
真
言
密
教

に
よ
っ
て
総
合
し
よ
う
と
し
た
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に（
（3
（

、
十
住
心
は
真
言
宗
の
立

場
か
ら
の
教
相
判
釈
で
あ
り
、
第
十
住
心
に
真
言
宗
の
心
の
在
り
方
が
説
か
れ
る
。

こ
こ
で
は
加
藤
純
隆
『
口
語
訳　

秘
蔵
宝
鑰
』
に
従
っ
て
、
第
一
住
心
か
ら
第
十
住

心
ま
で
の
特
徴
を
以
下
に
整
理
す
る
。

　

第
一
住
心
「
異
生
羝
羊
心
」
は
、
煩
悩
に
ま
み
れ
た
心
、
本
能
の
ま
ま
に
生
き
る

心
で
あ
り
、
道
徳
を
知
ら
な
い
心
を
持
つ
段
階
で
あ
る
。「
実
我
と
い
う
も
の
が
実

際
に
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
し
て
執
着
し
」「
人
を
謗
る
」
境
地
で
あ
る（
（3
（

。
第

二
住
心
「
愚
童
持
斎
心
」
は
、
道
徳
の
目
覚
め
、
儒
教
的
境
涯
で
あ
る
。
持
斎
心
す

な
わ
ち
節
食
し
て
施
す
心
に
目
覚
め
、
道
徳
に
従
っ
て
生
き
る
心
を
持
つ
。
余
っ
た
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食
料
を
、
数
々
人
々
に
施
す
よ
う
に
な
る
と
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
儒
教
に
お
け
る

五
常
す
な
わ
ち
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
や
、
仏
教
に
お
け
る
五
戒
す
な
わ
ち
不
殺
生
・

不
偸
盗
・
不
邪
淫
・
不
乱
・
不
妄
語
を
守
る
。
第
一
住
心
よ
り
も
心
が
進
歩
し
て
道

徳
に
目
ざ
め
た
段
階
で
あ
り
、
世
間
の
道
理
を
知
る
心
と
な
る
段
階
で
あ
る
。「
穀

物
の
種
子
が
縁
に
遭
っ
（
て
水
や
光
に
恵
ま
れ
）
た
よ
う
な
も
の
」
と
述
べ
ら
れ

る（
（3
（

。
第
三
住
心
「
嬰
童
無
畏
心
」
は
、
超
俗
志
向
・
イ
ン
ド
哲
学
、
老
荘
思
想
の
境

涯
で
あ
る
。
一
般
の
宗
教
に
従
っ
て
生
き
る
心
、
死
後
の
世
界
を
お
そ
れ
て
、
善
業

を
積
む
心
を
持
つ
。
諸
宗
教
の
者
が
、
現
実
の
人
生
を
欠
陥
の
多
い
も
の
と
し
て
厭

う
心
で
あ
り
、
ま
た
凡
夫
が
こ
の
世
を
超
え
た
天
上
の
世
界
を
憧
れ
よ
ろ
こ
ぶ
心
、

す
な
わ
ち
、
厭
離
穢
土
・
欣
求
浄
土
の
心
で
あ
る
。
わ
ず
か
ば
か
り
の
厄
難
や
束
縛

か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
た
め
「
無
畏
」
と
名
付
け
、
人
生
の
目
標
で
あ
る
涅
槃
の
楽

し
み
を
得
て
い
な
い
た
め
「
嬰
童
」
と
名
付
け
る
と
い
う
。
た
だ
、こ
の
段
階
で
は
、

ま
だ
因
縁
の
空
の
教
え
を
知
ら
な
い
。

　

以
上
、
第
一
住
心
は
煩
悩
、
第
二
住
心
は
道
徳
・
儒
教
・
戒
律
、
第
三
住
心
は
厭

離
穢
土
・
欣
求
浄
土
の
心
で
あ
り
、
第
四
住
心
以
降
は
仏
教
の
心
に
分
類
さ
れ
て
い

る
。
第
四
住
心
「
唯
蘊
無
我
心
」
は
、
上
座
部
仏
教
の
う
ち
声
聞
の
境
涯
で
あ
り（
（3
（

、

苦
集
滅
道
の
四
諦
を
観
じ
て
覚
る
境
涯
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
我
々
の
主
体
は
無
我

で
あ
る
が
、
そ
の
素
材
と
し
て
の
五
蘊
（
身
・
心
と
そ
の
作
用
）
は
存
在
す
る
と
主

張
す
る
た
め
、「
人
空
法
有
」「
生
空
三
昧
」「
唯
蘊
」
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
、
我
々
の

心
身
は
五
蘊
の
仮
り
の
集
ま
り
で
あ
っ
て
、
は
か
な
い
も
の
と
知
っ
て
厭
う
。
識
に

つ
い
て
言
え
ば
、
眼
耳
鼻
舌
身
意
の
六
つ
の
み
を
認
め
て
い
て
、
第
七
・
第
八
識
を

説
か
な
い
境
涯
で
あ
る
。
五
蘊
、
十
二
処
、
十
八
界
な
ど
を
学
ぶ
境
涯
で
あ
り
、「
法

華
経
」
で
羊
車
に
譬
え
ら
れ
る
。

　

第
五
住
心
「
抜
業
因
種
心
」
の
特
徴
を
加
藤
に
従
っ
て
整
理
す
る
と（
（3
（

、
こ
の
住
心

は
上
座
部
仏
教
の
う
ち
縁
覚
、
辟
支
仏
の
住
心
で
あ
り
、
十
二
因
縁
を
観
じ
て
悟
る
。

師
に
よ
っ
て
修
行
す
る
の
で
は
な
く
、
独
り
山
林
に
住
ん
で
修
行
す
る
者
す
な
わ
ち

麟
角
喩
独
覚
と
、
仲
間
と
共
に
住
ん
で
修
行
す
る
者
す
な
わ
ち
部
行
独
覚
が
あ
る
。

自
利
す
な
わ
ち
自
ら
向
上
し
て
い
く
修
行
の
道
と
、
利
他
す
な
わ
ち
大
慈
悲
の
道
と

を
兼
ね
備
え
る
。「
法
華
経
」
で
は
鹿
車
の
教
え
と
譬
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
煩

悩
生
起
の
十
二
因
縁
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る（
（4
（

。
す
な
わ
ち
、「
不
正
思

惟
を
因
と
な
し
て
無
明
が
縁
と
な
る
、
無
明
が
因
と
な
っ
て
行
が
縁
と
な
る
、
行
が

因
と
な
っ
て
識
が
縁
と
な
る
、
識
が
因
と
な
っ
て
名
色
が
縁
と
な
る
、
名
色
が
因
と

な
っ
て
六
処
が
縁
と
な
る
、
六
処
が
因
と
な
っ
て
触
が
縁
と
な
る
、
触
が
因
と
な
っ

て
受
が
縁
と
な
る
、
受
が
因
と
な
っ
て
愛
が
縁
と
な
る
、
愛
が
因
と
な
っ
て
取
が
縁

と
な
る
、
取
が
因
と
な
っ
て
有
が
縁
と
な
る
、
有
が
因
と
な
っ
て
生
が
縁
と
な
る
、

生
が
因
と
な
っ
て
老
死
が
縁
と
な
る
」
を
悟
る
境
涯
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
第
四
、
第
五
住
心
は
順
に
声
聞
・
縁
覚
と
さ
れ
、
律
・
倶
舎
・

成
実
等
の
諸
宗
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
境
涯
に
お
い
て
は
、
人
執

す
な
わ
ち
人
間
の
執
着
を
破
り
棄
て
て
い
る
も
の
の
、
な
お
ま
だ
法
執
す
な
わ
ち
法

に
対
す
る
執
着
が
残
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
菩
薩
か
ら
見
る
と

堕
落
で
あ
り
、「
声
聞
地
お
よ
び
辟
支
仏
地
と
に
堕
ち
た
な
ら
ば
、
是
れ
を
〈
菩
薩

の
死
〉
と
名
づ
け
る
」
と
『
十
住
毘
婆
沙
論
』
の
記
載
が
紹
介
さ
れ
る（
（4
（

。
こ
の
境
涯



十
住
心
・
十
牛
図
の
境
涯
に
関
す
る
比
較
検
討

四
五

は
、
い
っ
た
ん
の
安
心
を
得
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
十
牛
図
に
お
け
る
第
七
図

に
相
当
す
る
と
も
い
え
よ
う
。
他
方
で
、
森
口
は
十
住
心
の
第
四
は
十
牛
図
の
第
四

に
、
十
住
心
の
第
五
は
十
牛
図
の
第
五
に
そ
の
ま
ま
対
応
す
る
と
捉
え
て
お
り（
（4
（

、
こ

の
捉
え
方
は
、
真
の
自
己
で
あ
る
牛
を
牧
人
が
離
す
ま
い
と
努
力
す
る
過
程
に
着
目

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
十
牛
図
第
七
図
に
つ
い
て
は
、
十
牛
図
を
自
己
の
現

象
学
と
捉
え
る
上
田
に
よ
れ
ば
、
悟
っ
た
と
こ
ろ
で
停
る
と
悟
り
と
い
う
迷
い
に
堕

す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
向
上
に
は
行
の
相
続
が
必
要
で
あ
り
、
ど
の
段
階
に
お

い
て
も
停
り
が
転
落
の
始
め
に
な
る
と
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に（
（4
（

、
十
住
心
に
お
い
て

も
十
牛
図
に
お
い
て
も
、
悟
り
の
過
程
に
お
い
て
は
一
つ
の
段
階
に
留
ま
ら
な
い
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

　

続
い
て
、
十
住
心
の
第
六
・
七
・
八
・
九
に
は
四
家
大
乗
す
な
わ
ち
法
相
、
三
論
、

天
台
、
華
厳
が
説
か
れ
る
。
ま
ず
第
六
住
心
「
他
縁
大
乗
心
」
は
、
大
乗
仏
教
の
う

ち
唯
識
・
法
相
宗
の
境
涯
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
唯
識
の
教
え
を
修
習
し
て
、
外

境
は
た
だ
識
の
変
化
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
悟
る（
（4
（

」。
声
聞
や
縁
覚
の
自
利
に
対

し
て
、
こ
の
境
涯
は
利
他
と
い
え
る
。
二
空
す
な
わ
ち
人
空
と
法
空
や
、
三
性
す
な

わ
ち
も
の
ご
と
を
遍
計
・
依
他
・
円
成
と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
の
考
察
の
教
え
を

修
行
し
て
自
心
の
執
着
の
塵
を
洗
う
と
と
も
に
、
四
無
量
心
す
な
わ
ち
慈
・
悲
・
喜
・

捨
の
心
を
無
限
に
拡
大
し
て
観
ず
る
修
行
法
や
、
四
摂
法
す
な
わ
ち
布
施
・
愛
語
・

利
行
・
同
事
と
い
っ
た
人
に
接
す
る
四
つ
の
道
に
よ
っ
て
利
他
の
行
な
い
を
と
と
の

え
る
境
涯
で
あ
る
。
こ
の
住
心
は
五
段
階
、
す
な
わ
ち
、
資
糧
位
、
加
行
位
、
通
達

位
、
修
習
位
、
究
竟
位
に
分
け
ら
れ
る
。
資
糧
位
に
始
ま
り
、
加
行
位
で
は
唯
識
の

教
え
に
熟
練
す
る
。
次
の
通
達
位
に
お
い
て
は
、
業
や
煩
悩
を
撃
破
す
る
。
修
習
位

で
は
、
同
事
、
す
な
わ
ち
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
共
に
行
動
し
、
般
若
の
利
剣
す

な
わ
ち
智
慧
の
剣
を
も
つ
。
そ
し
て
究
竟
位
へ
と
至
る
。
こ
こ
で
は
、
阿
頼
耶
識
と

呼
ば
れ
る
深
層
の
心
が
各
種
の
迷
い
の
活
動
を
息
め
、
五
蘊
の
集
ま
り
で
あ
る
身
心

も
、
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
六
つ
の
心
の
窓
か
ら
、
す
べ
て
の
活
動
を
断
ち

切
る
と
い
う
。
こ
の
境
涯
は
十
牛
図
に
お
け
る
第
八
図
に
対
応
す
る
と
い
え
よ
う
。

前
掲
論
文
の
森
口
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
十
住
心
の
第
六
は
十
牛
図
の
第
六
お
よ
び
七

に
相
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
自
己
の
安
心
の
境
地
か
ら
利
他
へ
の
目
覚
め

と
い
う
点
に
着
目
す
れ
ば
、
十
住
心
の
う
ち
第
六
と
七
は
い
ず
れ
も
、
十
牛
図
の
第

八
図
へ
の
移
行
点
に
相
当
す
る
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

第
七
住
心
「
覚
心
不
生
心
」
は
、
大
乗
仏
教
の
う
ち
中
観
・
三
論
宗
の
境
涯
で
あ

り
、
す
べ
て
が
無
相
に
な
り
安
楽
に
な
る
境
涯
で
あ
る
。
教
え
の
大
綱
は
色
即
是
空

で
あ
る
と
い
う
。「
迷
っ
て
い
る
こ
の
生
死
の
世
界
が
、
そ
の
ま
ま
で
涅
槃
で
あ
る
」

と
い
う
指
摘
は（
（4
（

、
十
牛
図
に
お
い
て
第
一
か
ら
第
八
ま
で
の
円
相
そ
れ
自
体
を
そ
の

ま
ま
表
し
て
い
る
。
上
田
は
十
牛
図
の
第
八
図
に
つ
い
て
、
第
一
図
冒
頭
で
「「
従

来
失
せ
ず
、
何
ぞ
追
尋
を
用
い
ん
」
と
言
わ
れ
た
の
は
、
実
は
、
も
と
も
と
こ
の
処

か
ら
看
ら
れ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る（
（4
（

。「
そ
の
ま
ま
で
涅
槃
」「
仏
性
」
と
い
っ
た

も
の
が
、
こ
の
円
相
に
表
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
十
住
心
第
七
に
つ
い
て
「
五
十

二
の
階
段
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
一
応
五
十
二
位
等
の
階
段
を
認
め
た

上
で
無
階
級
を
説
く
」
と
あ
る
よ
う
に（
（4
（

、
十
牛
図
に
お
い
て
も
第
一
か
ら
第
七
が
無

意
味
に
帰
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
過
程
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
第
八
図
に
到
達
す
る
と
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い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
八
住
心
「
一
道
無
為
心
」
は
「
如
実
知
自
心
」
と
も
「
空

性
無
境
心
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
境
涯
は
、
大
乗
仏
教
の
う
ち
天
台
宗
の
境
涯
で

あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
す
べ
て
が
一
如
で
あ
り
、
み
な
本
来
清
浄
で
あ
る
。「
法

華
経
」
十
如
是
の
観
法
は
「
実
相
を
観
ず
る
た
め
の
止
観
の
宮
殿
に
導
く
も
の
」
と

述
べ
ら
れ
る（
（4
（

。
絶
対
否
定
を
通
っ
て
絶
対
肯
定
へ
と
い
う
点
で
、
十
牛
図
に
お
け
る

第
九
図
に
対
応
す
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
上
田
が
十
牛
図
に
お
け
る
第
八
図
と
第

九
図
の
関
係
を
「「
絶
対
無
」
即
「
水
自
茫
茫
花
自
紅
」、「
水
自
茫
茫
花
自
紅
」
即
「
絶

対
無
」」
と
表
現
す
る
よ
う
に（
（4
（

、
十
住
心
第
七
の
絶
対
無
を
と
お
っ
て
第
八
住
心
に

お
い
て
実
相
を
観
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。「
見
ら
れ
る
対
象
が
そ
の
ま
ま

（
見
る
働
き
）
の
般
若
で
あ
り
、（
見
る
働
き
の
）
般
若
が
そ
の
ま
ま
見
ら
れ
る
対
象
」

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に（
（5
（

、
こ
こ
は
般
若
の
智
慧
の
境
涯
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
第
九
住
心
「
極
無
自
性
心
」
の
特
徴
を
加
藤
に
従
っ
て
整
理
す
る（
（5
（

。
こ

の
住
心
は
大
乗
仏
教
の
う
ち
華
厳
宗
の
境
涯
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
住
心
か
ら
見
る

と
最
高
の
仏
果
で
あ
る
も
の
の
、
第
十
住
心
か
ら
見
る
と
初
心
で
あ
り
、「
華
厳
経
」

に
お
け
る
「
初
発
心
の
時
に
便
ち
正
覚
を
成
ず
」
と
い
う
段
階
で
あ
る
。
過
去
・
現

在
・
未
来
の
三
世
に
各
々
三
世
を
分
け
た
時
間
の
全
体
を
一
刹
那
に
接
め
る
と
い
う

よ
う
に
、
時
間
の
伸
縮
自
在
と
円
融
無
碍
の
住
心
で
あ
り
、
花
の
薫
り
に
よ
っ
て
周

囲
の
一
切
の
諸
物
が
皆
悉
く
明
浄
に
な
る
と
い
う
こ
の
住
心
は
、
十
牛
図
第
十
図
の

布
袋
の
働
き
を
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
前
掲
の
森
口
に
よ
れ
ば
、
十
住
心
の
第

八
、
第
九
が
十
牛
図
の
第
九
図
に
相
当
す
る
と
い
う
が
、
こ
の
境
涯
に
お
い
て
は
薫

習
し
て
清
浄
な
覚
り
と
さ
せ
る
と
い
う
働
き
を
持
つ
点
に
着
目
す
れ
ば
、
第
九
住
心

は
十
牛
図
第
十
図
に
相
当
す
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
い
ご
に
第
十
住
心
「
秘

密
荘
厳
心
」
の
特
徴
を
加
藤
に
従
っ
て
整
理
す
る
と（
（5
（

、
こ
の
住
心
は
真
言
密
教
の
境

涯
で
あ
り
、
真
言
宗
、
密
教
の
核
心
的
教
理
が
説
か
れ
る
。
根
本
智
す
な
わ
ち
毘
盧

遮
那
仏
を
中
心
と
し
て
、
大
円
鏡
智
、
平
等
性
智
、
妙
観
察
智
、
転
法
輪
智
、
成
所

作
智
が
作
用
す
る
境
涯
で
あ
る
。
我
々
の
心
身
に
具
わ
る
仏
徳
を
日
輪
観
や
月
輪
観

に
お
い
て
知
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
第
十
住
心
は
十
牛
図
に
お
い
て
第
一
か

ら
第
十
図
の
全
体
を
含
む
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
立
場
で
は
、
十
牛
図
の

第
一
か
ら
第
十
図
は
す
べ
て
菩
提
心
で
あ
り
普
賢
の
心
と
い
え
る
。

　

以
上
、
十
住
心
の
各
住
心
に
つ
い
て
順
に
十
牛
図
の
ど
の
図
に
相
当
す
る
か
、
あ

る
い
は
円
相
や
十
牛
図
全
体
が
ど
の
住
心
に
対
応
す
る
か
を
、
上
田
に
よ
る
十
牛
図

の
自
己
の
現
象
学
を
主
に
参
照
し
検
討
し
た
。
以
下
に
整
理
す
れ
ば
、
第
一
住
心
は

煩
悩
の
境
地
で
あ
り
、
未
だ
十
牛
図
の
第
一
図
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
第
二
住
心

す
な
わ
ち
儒
教
的
境
涯
や
第
三
住
心
す
な
わ
ち
超
俗
志
向
に
お
い
て
十
牛
図
の
第
一

図
に
お
け
る
牧
人
の
境
涯
が
説
か
れ
る
。
第
四
住
心
以
降
の
仏
教
教
義
は
牛
の
足
跡

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
四
住
心
（
声
聞
・
四
諦
）、
第
五
住
心
（
縁
覚
・
十

二
縁
起
）
に
お
い
て
は
未
だ
悟
り
を
求
め
る
自
己
か
ら
脱
し
き
れ
て
お
ら
ず
、
た
と

え
安
心
を
得
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
留
ま
る
と
い
う
堕
落
の
危
険
性
を
胚
胎
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
行
を
進
め
て
も
そ
れ
は
十
牛
図
に
お
け
る
第
七
図
ま
で
に
し
か
相

当
し
な
い
と
捉
え
た
。
第
六
住
心
は
自
利
か
ら
利
他
へ
の
目
覚
め
と
い
う
点
で
十
牛

図
に
お
け
る
第
八
図
へ
の
移
行
点
、
第
七
住
心
は
「
色
即
是
空
」
の
境
涯
で
あ
る
と

い
う
点
で
十
牛
図
の
第
一
図
か
ら
第
八
図
ま
で
す
べ
て
に
描
か
れ
て
き
た
円
相
を
表



十
住
心
・
十
牛
図
の
境
涯
に
関
す
る
比
較
検
討

四
七

し
て
い
る
と
捉
え
た
。
第
八
住
心
は
み
な
本
来
清
浄
で
あ
る
と
悟
る
と
い
う
意
味
に

お
い
て
十
牛
図
第
八
図
お
よ
び
第
九
図
の
関
係
に
相
当
す
る
と
言
え
る
。つ
ま
り「
色

即
是
空
、
空
即
是
色
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
身
の
悟
り
に
と
ど
ま
ら

ず
、
諸
法
の
実
相
を
観
察
す
る
境
涯
で
あ
る
。
第
九
住
心
は
十
牛
図
第
十
図
の
布
袋

の
働
き
に
相
当
し
、
第
十
住
心
は
十
牛
図
全
体
を
描
か
し
め
る
普
賢
の
心
と
本
稿
で

は
捉
え
た
。

お
わ
り
に

　

十
住
心
は
体
系
的
に
仏
教
を
整
理
す
る
も
の
で
あ
る
。
十
牛
図
は
、
言
葉
以
前
の

と
こ
ろ
で
悟
り
の
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
す
る
と
い
う
特
徴
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
道
歌

は
言
葉
を
と
お
し
て
そ
の
詠
み
手
の
人
生
観
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の

よ
う
に
三
者
三
様
に
境
涯
を
説
く
三
つ
の
対
応
に
着
目
し
た
。
そ
こ
で
は
、
十
住
心

と
十
牛
図
と
い
う
異
な
る
宗
派
に
依
っ
て
た
つ
表
現
を
、
道
歌
と
い
う
仏
教
に
限
定

さ
れ
な
い
表
現
を
媒
介
と
し
て
比
較
検
討
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
本
稿
で
は
、
状
態
と

段
階
と
を
あ
え
て
分
け
て
考
察
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
課
題
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
「
境
涯
」
す
な
わ
ち
唯
一
の
個
の
在
る
様
態
を
、
状
態
（state

）
と

段
階
（stage

）
の
両
観
点
か
ら
説
明
す
る
こ
と
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
理
論
的
基
盤
は
、
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
依
る
。
状
態
と

段
階
と
の
区
別
に
着
目
す
る
と
、
十
牛
図
は
状
態
‐
段
階
図
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

る（
（5
（

。
状
態
は
恒
常
的
な
レ
ベ
ル
に
定
着
す
る
と
段
階
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
り
、
状
態

は
一
時
的
な
も
の
、
段
階
は
永
続
的
、
恒
常
的
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
る（
（5
（

。
ま
た
、
イ

ン
テ
グ
ラ
ル
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
で
は
、
発
達
の
ラ
イ
ン
は
「
流
れ
」
と
「
ら

せ
ん
」
を
描
く
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
が（
（5
（

、
十
住
心
と
十
牛
図
に
つ
い
て
も
そ
の
よ

う
に
説
明
で
き
る
。
比
較
的
、
十
住
心
は
段
階
を
強
調
す
る
の
に
対
し
て
、
十
牛
図

は
段
階
と
状
態
の
い
ず
れ
を
も
含
む
表
現
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
視
点
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
十
牛
図
に
描
か
れ
る
牛
は
、
図
の
段
階
ご
と

に
異
な
る
意
味
を
も
つ
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
・

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
で
は
、
人
は
、
た
と
え
ば
微
細
な
光
、
元
因
的
な
「
空
」
と

い
う
深
い
至
高
体
験
、
宗
教
的
体
験
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
体
験
、
瞑
想
的
な
体
験

を
経
験
で
き
る
が
、
そ
の
体
験
を
、
自
分
が
今
置
か
れ
て
い
る
発
達
段
階
の
ツ
ー
ル

で
解
釈
す
る
と
指
摘
し
て
い
る（
（5
（

。
よ
り
具
体
的
に
は
、
様
々
な
宗
教
者
た
ち
は
、
粗

大
（
グ
ロ
ス
）
か
ら
微
細
（
サ
ト
ル
）
へ
、
そ
し
て
元
因
（
コ
ー
ザ
ル
）
へ
と
い
う

ほ
ぼ
同
じ
段
階
を
た
ど
る
が
、ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
「
絶
対
の
自
己
」、仏
教
は
「
無
我
」、

キ
リ
ス
ト
教
は
「
至
高
の
神
」
と
し
て
経
験
し
、
各
々
の
異
な
っ
た
文
献
、
文
化
、

解
釈
に
依
存
す
る
と
述
べ
る（
（5
（

。
こ
の
説
明
は
、
十
住
心
と
十
牛
図
は
そ
の
依
っ
て
立

つ
宗
派
は
異
な
る
も
の
の
、
同
じ
悟
り
の
プ
ロ
セ
ス
を
異
な
る
解
釈
を
と
お
し
て
説

明
し
て
い
る
も
の
と
見
る
こ
と
の
理
論
的
根
拠
と
な
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
本

稿
で
考
察
し
た
よ
う
な
真
言
宗
と
禅
宗
と
い
う
宗
派
間
を
超
え
た
考
察
の
み
な
ら

ず
、
た
と
え
ば
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
い
っ
た
宗
教
の
相
違
を
超
え
て
相
互
に
似
た

境
地
を
比
較
検
討
し
た
い
。



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
四
十
号

四
八

【
注
】

（
1
）　

上
田
閑
照
『
哲
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ　

宗
教
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
二

十
四
─
二
十
六
頁
。

（
2
）　

上
田
閑
照
、柳
田
聖
山
『
十
牛
図
─
自
己
の
現
象
学
』
筑
摩
書
房
、一
九
九
二
年
、

八
十
五
頁
。

（
3
）　

同
書
、
八
十
七
頁
。
引
用
す
る
と
、「
良
寛
和
尚
が
あ
る
家
に
泊
ま
っ
て
日
を
過

ご
し
た
が
、
そ
の
家
の
主
の
言
葉
、「
師
、
余
が
家
に
信
宿
日
を
重
ぬ
。
上
下
お

の
づ
か
ら
和
睦
し
、和
気
家
に
充
ち
、帰
り
去
る
と
雖
数
日
の
う
ち
人
自
ら
和
す
。

師
と
語
る
事
一
た
び
す
れ
ば
胸
襟
清
き
を
覚
ゆ
。
師
更
に
内
外
の
経
文
を
説
き

善
を
勧
む
る
に
も
あ
ら
ず
、
或
は
廚
下
に
つ
き
て
火
を
焚
き
、
或
は
正
堂
に
坐

禅
す
。
其
の
話
詩
文
に
わ
た
ら
ず
、
道
義
に
及
ば
ず
、
優
遊
と
し
て
名
状
す
べ

き
な
し
。」
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
同
上
）。

（
4
）　

森
口
光
俊
「
仏
法
者
の
た
め
の
月
輪
観
法
－
十
住
心
と
十
牛
図
に
よ
る
」
智
山

勧
学
会
『
智
山
学
報
』
第
五
十
一
号
、
二
〇
〇
二
年
、
一
─
二
十
九
頁
。

（
5
）　

同
論
文
、
三
─
五
頁
。

（
6
）　

上
田
閑
照
、
柳
田
聖
山
『
十
牛
図
─
自
己
の
現
象
学
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
二

年
に
お
け
る
口
絵
で
あ
る
。

（
7
）　

同
書
、
三
十
三
─
四
十
七
頁
。

（
8
）　

同
書
、
六
十
二
─
六
十
七
頁
。
な
お
、
傍
点
は
引
用
元
に
記
載
が
あ
る
。

（
9
）　

森
口
、
前
掲
論
文
、
五
頁
。

（
10
）　

上
田
、
柳
田
、
前
掲
書
、
一
五
二
頁
。

（
11
）　

森
口
、
前
掲
論
文
、
三
─
四
頁
。

（
12
）　

斎
藤
亜
加
里
『
親
か
ら
子
へ　

代
々
語
り
継
が
れ
て
き
た
教
訓
歌
』
き
こ
書
房
、

二
〇
〇
九
年
、
二
十
三
頁
。

（
13
）　

斎
藤
亜
加
里
『
道
歌
か
ら
知
る
美
し
い
生
き
方
』
河
出
書
房
新
社
、二
〇
〇
七
年
、

三
頁
。

（
14
）　

原
書
の
出
版
年
は
『
道
歌　

心
の
姿
見
』
は
一
八
四
九
年
で
あ
り
、『
道
歌　

心

の
う
つ
し
画
』
は
一
八
二
九
年
で
あ
る
。

（
15
）　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
編
『
道
歌　

心
の
姿
見
』
芙
蓉
書
房
出
版
、一
九
九
八
年
、

七
頁
。

（
16
）　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
編
『
道
歌　

心
の
う
つ
し
画
』
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇

〇
〇
年
、
十
九
頁
。

（
17
）　

同
書
、
七
頁
。

（
18
）　

同
書
、
二
十
二
頁
。

（
19
）　

岡
本
彰
夫
『
道
歌
入
門
』
幻
冬
舎
、
二
〇
一
八
年
、
三
頁
。

（
20
）　

同
書
、
一
五
〇
頁
。

（
21
）　

同
書
、
一
五
八
頁
。
出
典
不
詳
の
歌
で
あ
る
。

（
22
）　

同
書
、
八
十
頁
。
作
者
不
詳
の
歌
で
あ
る
。

（
23
）　

同
書
、
四
十
七
頁
。

（
24
）　

斎
藤
『
親
か
ら
子
へ　

代
々
語
り
継
が
れ
て
き
た
教
訓
歌
』
前
掲
、
一
三
一
頁
。

（
25
）　

岡
本
、
前
掲
書
、
九
十
二
頁
。

（
26
）　

斎
藤
『
親
か
ら
子
へ　

代
々
語
り
継
が
れ
て
き
た
教
訓
歌
』
前
掲
、
八
十
四
頁
。

（
27
）　

同
書
、
四
十
二
頁
。

（
28
）　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
編
『
道
歌　

心
の
姿
見
』
前
掲
、
一
一
四
頁
。

（
29
）　

同
書
、
二
十
七
頁
。

（
30
）　

斎
藤
『
親
か
ら
子
へ　

代
々
語
り
継
が
れ
て
き
た
教
訓
歌
』
前
掲
、
二
〇
六
頁
。

（
31
）　

松
尾
茂
『
道
歌
大
観
─
仏
教
和
歌
の
集
大
成
』
三
宝
出
版
、
一
九
八
二
年
。

（
32
）　

同
書
、
二
八
九
‐
二
九
〇
頁
。
歌
の
後
に
記
す
（　

）
内
に
は
、
歌
集
、
伝
記
、

著
述
な
ど
の
書
名
や
、
作
者
名
を
記
載
す
る
。

（
33
）　

同
書
、
二
五
一
─
二
六
二
頁
。

（
34
）　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
編
『
道
歌　

心
の
う
つ
し
画
』
前
掲
、
四
十
五
頁
。

（
35
）　

加
藤
純
隆
『
口
語
訳　

秘
蔵
宝
鑰
』
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
八
四
年
、
三

一
六
頁
。

（
36
）　

同
書
、
九
頁
。

（
37
）　

同
書
、
十
七
頁
。

（
38
）　

同
書
、
三
〇
〇
頁
。

（
39
）　

同
書
、
三
〇
二
、
三
〇
八
頁
。

（
40
）　

同
書
、
九
十
一
頁
。

（
41
）　

同
書
、
九
十
六
─
九
十
七
頁
。

（
42
）　

森
口
、
前
掲
論
文
。

（
43
）　

加
藤
、
前
掲
書
、
五
十
一
頁
。

（
44
）　

同
書
、
十
一
頁
。



十
住
心
・
十
牛
図
の
境
涯
に
関
す
る
比
較
検
討

四
九

（
45
）　

同
書
、
一
〇
七
頁
。

（
46
）　

上
田
、
前
掲
書
、
五
十
六
─
五
十
七
頁
。

（
47
）　

加
藤
、
前
掲
書
、
一
〇
八
頁
。

（
48
）　

同
書
、
一
一
八
頁
。

（
49
）　

上
田
、
前
掲
書
、
六
十
四
頁
。

（
50
）　

加
藤
、
前
掲
書
、
一
一
九
頁
。

（
51
）　

同
書
、
一
二
八
─
一
三
九
頁
。

（
52
）　

同
書
、
一
四
二
─
一
四
五
頁
。

（
53
）　

ケ
ン
・
ウ
ィ
ル
バ
ー
著
、松
永
太
郎
訳
『
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』

春
秋
社
、二
〇
〇
八
年
、一
二
七
頁
。
十
牛
図
は
全
体
の
禅
の
訓
練
と
、そ
の
次
々

に
展
開
す
る
訓
練
の
ポ
イ
ン
ト
に
お
け
る
状
態
─
段
階
図
で
あ
る
と
い
う
。、
粗

大
（
グ
ロ
ス
）
か
ら
微
細
（
サ
ト
ル
）
へ
、
そ
し
て
元
因
（
コ
ー
ザ
ル
）
へ
と

段
階
を
進
む
に
つ
れ
て
、「
第
八
図
」に
移
行
し
、常
に
現
前
す
る
非
二
元
の「
ビ
ッ

グ
・
マ
イ
ン
ド
」
と
も
「
ビ
ッ
グ
・
ハ
ー
ト
」
と
も
呼
ば
れ
る
「
第
十
図
」
の
「
入

鄽
垂
手
」
に
導
か
れ
る
と
い
う
。

（
54
）　

同
書
、
四
五
六
頁
。

（
55
）　

同
書
、
九
十
三
頁
。

（
56
）　

同
書
、
一
三
二
頁
。

（
57
）　

同
書
、
一
六
三
頁
。
ケ
ン
・
ウ
ィ
ル
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
心
理
学
者

の
ダ
ニ
エ
ル
・
P
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
指
摘
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
と
い
う
。




